
平成２６年度 　　　　　能登川高等学校（全日制）　学校評価

本年度の重点目標

中間評価(10月)

自己評価 自己評価 学校関係者評価

校長は、自らの教育理念にもとづいて学校経営を推進している。 Ａ Ａ Ａ

地域との連携を一層強化するとともに、保護者にも教育方針の周知徹底を図っている。 Ｂ Ａ Ａ

家庭学習の習慣が定着するよう、丁寧な指導を行っている。 Ａ Ａ Ａ

生徒の学習意欲を喚起する適切な指導と評価を行っている。 Ａ Ａ Ａ

礼儀と規律と徳性のある生活態度を育成している。 Ａ Ａ Ａ

教師と生徒の豊かな人間関係の育成に努めている。 Ａ Ａ Ａ

アンケートの実施や個別面談、啓発活動を通して、いじめ防止に努めている。 Ａ Ａ Ａ

望ましい勤労観、職業観の育成など、系統的な進路指導を行っている。 Ａ Ａ Ａ

個に応じた進路選択に向け、きめ細かい情報提供を行っている。 Ａ Ａ Ａ

ＬＨＲや学校行事に積極的に取り組んでいる。 Ａ Ａ Ａ

生徒会活動やＨＲ活動などで生徒が主体的に活動するよう指導している。 Ａ Ａ Ａ

リクエスト・レファレンスに積極的に応え、貸出の定着を図っている。 Ａ Ａ Ｂ

教科・科目、総合的な学習の時間やＬＨＲ等に図書館の活用を図っている。 Ｂ Ｂ Ａ

健康な生徒が、より健康であり続けるためのヘルスプロモーションにつながる指導を行っている。 Ａ Ａ Ａ

個々の心身の健康状態に応じた、個別指導を行っている。 Ａ Ａ Ａ

自尊感情を高めるとともに、円滑な人間関係が築けるように指導を行っている。 Ａ Ａ Ａ

視聴覚教材等を活用し、ＬＨＲ等で人権意識を高める指導を行っている。 Ｂ Ａ Ａ

校舎内外の美化に積極的に取り組んでいる。 Ａ Ａ Ａ

ゴミの減量化に努めている。 Ａ Ａ Ａ

施設・設備の安全点検を適切に行っている。 Ａ Ａ Ａ

文書管理を適切に行っている。 Ａ Ａ Ａ

学校評議員制度を一層有効に機能させ、外部から見た学校評価の具体的な助言が得られている。 Ｂ Ａ Ａ

朝食指導を充実させるなどの食育教育を積極的に行っている。 Ｂ Ｂ Ａ

学校のＵＲＬ： http://www.notogawa-h.shiga-ec.ed.jp/

      ・自己評価は教職員による評価。学校関係者評価は、保護者・学校評議員等より構成された評価委員会等が自己評価の結果について評価することを基本として行う評価。

２　学習指導

　　　　　　　　　　　１０月　中間評価（自己評価）の公表（８月までの教育活動に対する中間評価）ＡＢＣＤの４段階評価で示す。

・「当たり前のこと」が当たり前にできる人間の育成。
・確かな学力と基本的な生活態度を身につけさせ、生徒一人ひとりの適性にあった進路希望の実現を図る。

（注）・評価表の見方：　６月　学校の教育目標に基づいた重点評価項目の公表

４　進路指導

９　環境教育

10　事務・管理

５　特別活動等

１　学校経営

８　人権教育

　　　・ＡＢＣＤの基準は、肯定的な評価が75%以上をＡ、50%以上75%までをＢ、25%以上50%までをＣ、25%未満をＤとする。

　     　　             ３月　総合評価（自己評価・学校関係者評価）の公表（年間の教育活動に対する総合評価) ＡＢＣＤの４段階で示す。

総合評価（３月）
領　域

６　学校図書館

７　保健・安全指導

重　点　評　価　項　目

３　生徒指導

11　その他
　　学校の取組み



平成２６年度 　　　　　能登川高等学校（定時制）　学校評価

本年度の重点目標

中間評価(10月)

自己評価 自己評価 学校関係者評価

校長は、自らの教育理念にもとづいて学校経営を推進している。 Ａ Ａ Ａ

地域との連携を一層強化するとともに、保護者にも教育方針の周知徹底を図っている。 Ａ Ａ Ａ

家庭学習の習慣が定着するよう、丁寧な指導を行っている。 Ａ Ａ Ａ

生徒の学習意欲を喚起する適切な指導と評価を行っている。 Ａ Ａ Ａ

礼儀と規律と徳性のある生活態度を育成している。 Ａ Ａ Ａ

教師と生徒の豊かな人間関係の育成に努めている。 Ａ Ａ Ａ

アンケートの実施や個別面談、啓発活動を通して、いじめ防止に努めている。 Ａ Ａ Ａ

望ましい勤労観、職業観の育成など、系統的な進路指導を行っている。 Ｂ Ｂ Ｂ

個に応じた進路選択に向け、きめ細かい情報提供を行っている。 Ｂ Ｂ Ｂ

ＬＨＲや学校行事に積極的に取り組んでいる。 Ａ Ａ Ａ

生徒会活動やＨＲ活動などで生徒が主体的に活動するよう指導している。 Ｂ Ａ Ａ

リクエスト・レファレンスに積極的に応え、貸出の定着を図っている。 Ｃ Ｂ Ｂ

教科・科目、総合的な学習の時間やＬＨＲ等に図書館の活用を図っている。 Ｃ Ｂ Ｂ

健康な生徒が、より健康であり続けるためのヘルスプロモーションにつながる指導を行っている。 Ａ Ａ Ａ

個々の心身の健康状態に応じた、個別指導を行っている。 Ａ Ａ Ａ

自尊感情を高めるとともに、円滑な人間関係が築けるように指導を行っている。 Ａ Ａ Ａ

視聴覚教材等を活用し、ＬＨＲ等で人権意識を高める指導を行っている。 B Ａ Ａ

校舎内外の美化に積極的に取り組んでいる。 Ａ Ａ Ａ

ゴミの減量化に努めている。 Ａ Ａ Ａ

施設・設備の安全点検を適切に行っている。 Ａ Ａ Ａ

文書管理を適切に行っている。 Ａ Ａ Ａ

学校評議員制度を一層有効に機能させ、外部から見た学校評価の具体的な助言が得られている。 B Ａ Ａ

学校給食や朝食指導を充実させるなどの食育教育を積極的に行っている。 Ａ Ａ Ａ

学校のＵＲＬ： http://www.notogawa-h.shiga-ec.ed.jp/

４　進路指導

９　環境教育

10　事務・管理

５　特別活動等

１　学校経営

      ・自己評価は教職員による評価。学校関係者評価は、保護者・学校評議員等より構成された評価委員会等が自己評価の結果について評価することを基本として行う評価。
　　　・ＡＢＣＤの基準は、肯定的な評価が75%以上をＡ、50%以上75%までをＢ、25%以上50%までをＣ、25%未満をＤとする。

８　人権教育

重　点　評　価　項　目

３　生徒指導

11　その他
　　学校の取組み

２　学習指導

・「当たり前のこと」が当たり前にできる人間の育成。
・確かな学力と基本的な生活態度を身につけさせ、生徒一人ひとりの適性にあった進路希望の実現を図る。

（注）・評価表の見方：　６月　学校の教育目標に基づいた重点評価項目の公表
　　　　　　　　　　　１０月　中間評価（自己評価）の公表（８月までの教育活動に対する中間評価）ＡＢＣＤの４段階評価で示す。
　     　　             ３月　総合評価（自己評価・学校関係者評価）の公表（年間の教育活動に対する総合評価) ＡＢＣＤの４段階で示す。

総合評価（３月）
領　域

６　学校図書館

７　保健・安全指導



平成２６年度学校評価外部アンケート

保護者用

番号 項目内容
肯定的
割合％

否定的
割合％

1 朝の挨拶運動や文理類型、フロンティアクラス、部活動など、特色ある学校づくりが行われている。 89.6 10.4

2 早朝や放課後の補習授業、試験前の補充授業、週末課題など、学習を定着する工夫がされている。 90.2 9.8

3 挨拶運動、服装指導など、子どもへの生活指導が適切に行われている。 81.2 18.8

4 子どもは、いじめられることなく、安心して学校に行っている。 92.4 7.6

5 進路講演会や保護者懇談会、学年通信などで、進路の情報が保護者にも提供されている。 81.6 18.4

6 湖の辺WALK(遠足)、体育祭や文化祭、大学見学など、様々な行事が行われている。 93.2 6.8

7
広報や企画展示、授業との連携などのこまかな図書館活動やリクエスト・予約に応じるなど、本に親しむ
環境を整えている。

78.5 21.5

8 子どもは、ケガをしたり心身の不調があるときには、保健室を利用している。 84.4 15.6

9
学校で実施している人権統一LHRや共同鑑賞、いじめアンケート等により子ども達の人権意識が向上して
きている。

74.7 25.3

10 学校に行ったとき、教室や廊下はきれいに整っていた。 76.6 23.4

11 学校に行ったときや、電話をしたとき、職員の対応は丁寧であった。 92.3 7.7

12 ＰＴＡは文化祭バザーや創立５０周年記念事業などで学校と連携して活動している。 90.5 9.5

生徒用

番号 項目内容
肯定的
割合％

否定的
割合％

1 （学校経営）特色を生かした学校づくりが行われている。 78.9 21.1

2 （学習指導）生徒の学習到達度を上げるため、授業や補習・補充の工夫がされている。 75.8 24.2

3 （生徒指導）生徒への挨拶・服装・遅刻等の指導が適切に行われている。 79.0 21.0

4 （生徒指導）学校全体でいじめを許さない雰囲気づくりに努めている。 58.6 41.4

5 （進路指導）進路講演会など進路に関する情報資料が生徒・保護者に適切に提供されている。 77.5 22.5

6 （特別活動）ＨＲ活動、部活動、学校行事が活発に行われ、教育効果を上げている。 62.6 37.4

7
（学校図書館）広報や企画展示、授業との連携などのこまめな図書活動やリクエスト・予約に応じるな
ど、本に親しむ環境を整えている。

66.8 33.2

8 （保健安全指導）生徒の健康管理、教育相談、事故・ケガへの対応が適切に行われている。 75.3 24.7

9 （人権教育）統一ＬＨＲ、共同鑑賞等により、人権意識を高める指導が行われている。 74.3 25.7

10 （環境教育）ＨＲ教室の美化に積極的に取り組んでいる。 63.6 36.4

11 （事務・管理）施設、設備の安全点検が適切に行われている。 63.0 37.0

12 （その他の取組）学校とＰＴＡとの連携による活動が積極的に行われている。 79.6 20.4

生徒用（授業アンケート)　

番号 項目内容
肯定的
割合％

否定的
割合％

1 学習目標や到達目標があきらかで、説明がわかりやすく、内容がよく理解できる。 88.3 11.7

2 教員の熱意がつたわり、興味や関心のわく授業である。 85.4 14.6

3
板書がわかりやすく、副教材やプリントの使用が適切である。
　（体育、芸術の場合は、適切な指示がされ、活動しやすい授業である。）

87.5 12.5

4 予習、復習や課題に対する指導が的確で、自分の学力の伸長に役立っている。 78.7 21.3

5 自分の理解度から考えて、授業進度は適切である。 83.1 16.9

滋賀県立能登川高等学校（定時制）



来年度への改善点

（領域１：学校経営）

（領域２：学習指導）

（領域３：生徒指導）

（領域４：進路指導）

○　定時制生徒の卒業年次に向けた進路開拓への取組み

（領域５：特別活動等）

（領域６：学校図書館）

（領域７：保健・安全指導）

（領域８：人権教育）

（領域９：環境教育）

（領域10：事務・管理）

（領域11：その他学校の取組み）

○  市町や県などの外部機関との連携を一層進め、校内、校外の両面から生徒支援を充実する。

○  高校再編により総合単位制高校へと改編されたことを踏まえて、地域の期待に応える教育活動を実践する。その上では、
ＰＤＣＡのサイクルにより常に改善を図る。

○  自ら学ぼうとする学習姿勢が育つよう、生徒の興味関心を引き出すアクティブラーニングの授業方法や評価方法をさらに工
夫する。

○  学習指導要領の趣旨を踏まえ、本校の特色にあった授業展開を工夫する。

○  基本的な生活態度の育成に向け、「厳しさ」の中に「手厚さ」を実感できる指導、を継続する。朝の挨拶運動なども一層促
進する。

○ いじめ撲滅への取り組みの雰囲気づくりを一層行う必要がある。いじめ防止が知識の伝達だけとなっているのではないかと

考えられる。 学校いじめ防止基本方針に基づき、アンケートの実施や個別面談、啓発活動等を通して、いじめ防止に向けた取
組を一層進める。特にいじめ防止に関する生徒の活動を促進する。

○  知徳体のバランスのとれた人材育成を意識しながら、キャリア教育の観点から個々に応じた進路希望実現に取り組む。

○  部活動をさらに活性化させるための方策を工夫するとともに、活気ある学校づくりのための行事の充実に取り組む。

○  基礎学力にもつながる読書活動の推進に向け、啓蒙活動に力を入れるとともに授業との連携を一層図りながら、図書館利用
を促進する。

○  教育相談の場を充実させる。個々の生徒に対応する支援を図る。

○  充実した生活の基盤である、「食育」への意識を高める指導を工夫する。

○  生徒が安心して学校生活を送れるよう人権意識の高揚に努め、教育環境の整備を心がける。

○  職員研修を充実させ、職員の人権意識を高める。

○  校内美化活動に力を入れ、省エネやごみの減量化を意識した取組や指導を行う。

○  「持続可能な開発のための教育（ESD）」を意識した環境教育を実施する。

○  仮設校舎での学校生活が円滑にできるよう、環境整備に力を入れる。

○  ＰＴＡ活動のさらなる活性化を図るとともに、地域との連携を強化する。


